
１ 主張点 

○ 友だちと考えをきき合い、主体的な対話をするための支援の工夫 

⑴ 考えをきき合い、認め合う集団づくり 

⑵ 児童の思考を可視化し、話し合いを活性化させる支援の工夫 

 

２ 研究の概要 

 (１)  考えをきき合い、認め合う集団づくり 

ア 考えをきき合い、受容する支持的風土づくり 

  あいづちやリレー言葉でつなぐ発表をするなど、受容的なきき方のスキルを高め、安心して発言

できる集団づくりをめざす。また、授業や朝の活動「きき合いタイム」を通して、考えをきき合う

活動の充実を図る。 

イ 語り、きき合い、道徳的価値に迫るための支援の工夫 

授業では、①自分の考えをもつ時間②友だちの考えをきく時間③自分と友だちの考えを比べ、自

分の考えを深めたり広げたりする時間を取り入れている。児童一人一人の実態を把握しながら道徳

的価値に迫る発問や問い返しとなるよう、支援の工夫をしている。 

ウ 自己の生き方について考えを深めるための振り返り 

振り返りの時間に授業できき合ったことや自分の普段の生活を振り返りながら、「学習のふりか

えり」を行う。 

 (２) 児童の思考を可視化し、話し合いを活性化させる支援の工夫 

ア 自己を見つめるための指導の工夫 

  日常生活における自己を見つめるために、アンケート結果から教師が児童の実態を把握し、授業

づくりをする。また、思考ツールで児童の思考を可視化し、自分自身の心を見つめることができる

ように工夫していく。 

イ 多面的・多角的にきき合うための指導の工夫 

役割演技やモニタリングなどの議論することを通して、多面的・多角的な考えをきき合うことが

できるように指導の工夫を行う。また、ICT を有効に活用し、児童の思考を可視化し、友だちの考

えをきくことで自分の考えを広げたり深めたりしていく。 

 

３ 研究の実際 

(１)  考えをきき合い、認め合う集団づくり 

ア 考えをきき合い、受容する支持的風土づくり 

➀ 受容的なきき方（うなずきやあいづち、肯定的なきき方） 

    友だちの発言に対して「あぁ（共感）、いいね（賛成）、うん？

（聞き返し）、えっ（おどろき）、おぉ（感動）」など、「あいづちあ

いうえお」を意識してきくことに取り組んでいる。話している

児童が反応しながらきいてくれていることで相手意識をもって

話すことができる。また、きいている児童は、きくことに集中

できる。うなずきや肯定的な言葉を述べることも効果的である。 
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【発表する人の方を向いてあいづち】 

 

➁ きき合う活動の充実 

・ 朝のきき合いタイム 

月に２回、朝の時間に「きき合いタイム」を行っている。自分の考えをもち、友だちに伝え

ることや友だちの考えを聞いて自分の考えとのちがいに気付くことを大切にしている。振り返

りでは、「きき合うことが好き」と答え、きき合うことを楽しみにしている児童が多い。また、

友だちの考えのよさに気付いたり自分の考えが広がったという感想が出てきたりしている。 

  【ペアで理由をきき合う】 【立場に分かれて考えの交流を行う】 

 

・ 授業でのきき合い活動         【５年『手品師』】 

きき合い活動とは、

「グループメンバーの

一人一人の考えを伝え

合い、きき合い、質問

や意見交流を通して自

分の考えをより明確に

する活動」である。ペアやグループ、全体な

ど、学習形態も工夫し、考えの交流を行って

いる。また、授業研究の際には、学習指導案

上に、黒太枠で囲み、明記することで、児童

のきき合い活動や教師の支援が適切であっ

たかどうかを研修している。 

 

 

イ 語り、きき合い、道徳的価値に迫るための支援の工夫 

授業では、次の３つの時間を取り入れるようにしている。 

                    児童一人一人の考えを把握しながら授業を展開

し、児童の実態に沿った授業になるように努めてい

る。また、道徳的価値に迫る中心発問や補助発問、

問い返しとなるように教材研究に取り組んでいる。 

さらに、児童に３つの価値「人間理解（人間の弱さに対して注目する。）」「他者理解（様々な 

価値観を意図して考える。）」「価値理解（どんなことを考え、どんなことに気付くか。）」について 

考えられるようにしている。 

発表後、あいづち等の友だちの反応があ

ると、「発表してよかった。」と喜ぶ児童が

多く、発表に対する意欲が高まりつつある。

継続することで、難しい問題に対してもチ

ャレンジでき、自信につながっていると感

じる。 

ちがう考えを

きいて、自分に

ない考えだった

ので、きけてよ

かったです。 

① 自分の考えをもつ時間 
② 友だちの考えをきく時間 
③ 自分と友だちの考えを比べ、自分の 
考えを深めたり広げたりする時間 



➀ 話型やリレー言葉を生かしたつなぐ発表の紹介 

➁ 道徳的価値に迫るための手立て 

・ 役割演技                                

 

 

 

 

 

【１年「かぼちゃのつる」】 

 

 

 

 

 

・ 小集団での議論 

                  

 

 

 

 

 

【グループ活動】 

 

 

 

 

 

・ 板書の工夫 

       【１年「かぼちゃのつる」】 

・ 友だちの意見を「きいて」語る振り返り 

        友だちの発表を「きいて」これからの自分について考え語る。本時の授業では、かぼち 

ゃさんに伝えたい言葉を「きいて」考え、「これからは周りの人の言うことをしっかり聞き 

たい。」と自分について語ることができた。 

 

ウ 自己の生き方について考えを深めるための振り返り 

授業の終末に授業できき合ったことや自分の普段の生活を振り返りながら、「学習のふりか

えり」を行う。また、「『自分だったら』と考えて学習ができましたか。」など、ワークシートや

ICTを活用して短時間で自己評価が行えるようにしている。 

 

わたしは、「自分勝

手なことはしてはい

けないよ。」と教えて

あげたいな。 

道徳的価値に迫る 

つるがきれてしまったかぼちゃの気持ちを、役割演技を通して語る。その際に、

わがままな行動によって、自分に困ったことが起きてしまったたことに気付き、本

時の道徳的価値に迫る。 

道徳的価値に迫る 

少人数の中で自分の言葉で語る場を設けることによって、自分の意見に自信をも

つことができる。また、友だちの考えを聞いて自分の意見と比較したり、考えを深め

たりすることができる。 

 

 
わがままを言わないで、みんな

の言うことをきけばよかった。 

 わがまま言わ

なかったらつる

が切れなかった

のにな。 



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシートでの振り返り】              【ＩＣＴでの振り返り】 

 

(２) 児童の思考を可視化し、話し合いを活性化させる支援の工夫 

ア 自己を見つめるための指導の工夫 

   ○ 普段の生活での自分と本時の授業を結びつける工夫 

授業の導入部分で、事前にとったアンケート結果や実際に起こった出来事やトラブルを提示し、

より自分事としてとらえられるようにしている。 

 ○ 思考ツールの活用 

    思考ツールを活用し、児童の考えを書き出した。自分の考えや友だちの意見を可視化すること

で分かりやすく整理することができ、思考を広げたり、思考の組み立てをサポートしたりするこ

とに効果的である。 

 クラゲチャート             キャンディチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年「青いアルバム」】 

 

挨拶の大切さを理解できるように、外

国の人たちやその友だち・家族がお店に

集う理由を考えた。その際、くらげチャ

ートを用いて、外国のお客さんに対する、

挨拶名人えいちゃんの行動や人間性に目

を向けるよう助言し、道徳的価値により

迫ることができるようにした。 

 

 

【３年「しんぱんは自分たちで」】 

 

審判をしていたぼくは、友だちがコー

トの外に出たのに笛を吹くことができな

かった。そのときの気持ちを話し合った

後、キャンディチャートを用いて、「自分

だったら『言う(注意する)』か『言わない

(注意しない)』か」を「なぜなら」と理由

をつけて話し合った。 

 



 スケール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 多面的・多角的にきき合うための指導の工夫 

○ 一人一人が自分の考えを持ち、きき合い、考えを広げたり、深めたりできる場面を設ける授業

づくり 

【１年「はしの上のおおかみ」での実践】 

 １  主題名 しんせつにすると気持ちがいい【B しんせつ、思いやり】 

      ２ 教材について  

主人公のおおかみが、一本橋で出会ったうさぎ、きつね、たぬきたちを相手に面白がっ

て意地悪を続けるが、大きなくまの優しい心に触れたことで、自分のこれまでの行いを振

り返る話である。周りの人に親切をすることで、相手も自分自身が気持ちよくなることに

気付くことができる内容である。 

 

・ きき合い活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

【６年「移動教室の夜」】 

 

「周りに迷惑をかけないようにおしゃべりをすること

は、自由か自分勝手か」という自分の立場を、スケールを

使って表した。スケールを用いることで、自分の立場が明

確になり、立場が違う人の考えを知ったり、自分の考えと

比較してきいたりでき、相手の立場や状況に焦点を当て、

規則と自由について考えを深めることができた。 

 

○○さんの考

えは自分と少し

似 て い る け れ

ど、□□さんの

考えはぼくと全

然ちがうな。 

 

や さ し

く し て く

れ て う れ

しいな。 

どうしてき

つねさんたち

にあんなこと

をしてしまっ

たのだろう 



・ ICTの活用 

文字を打つことや書くことが難しいため、低学年の発達段

階に合わせたタブレットの活用方法として、おおかみがくま

に出会った後の表情を描く活動を取り入れた。おおかみの輪

郭を教師が作成して提示し、目と口だけをアプリケーション

(Metamoji)で描けるようにした。このような表情を考える活

動を取り入れることで、おおかみのはじめとあとの気持ちの

変化を視覚化し、言語化する際の大きな支援となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         【モニタリング】 

      

   ○ 立場を明確にして意見の交流を行い、自分の考えと友だちの考えを比較しながら、きき合い、

考えを広げたり、深めたりできる場面を設ける授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果と課題 

○ 対話を重視したきき合い活動を積み重ねることで、児童がペアやグループでの「話す」活動や「き

いて考える」活動に少しずつ慣れてきている。自分の考えと友だちの考えを比べたり、つなげたりす

る経験から、意識を高めることができるようになってきた。また、友だちの考えをきいた後、「同じで」、

「似ていて」等のつなぎ言葉やリレー言葉を使うことで、児童同士でつないだり、自分の考えを広げ

たり深めたりすることができるようになりつつある。 

○ 児童が思考を整理するために、思考ツールを使ったり、ICT を活用したりする機会が増えてきた。

スケールやキャンディチャートを使って、自分の考えを表したり、ICT のモニタリング機能やアンケ

ート機能を使い、児童の考えを全体に表示したりすることで、多面的・多角的に考える活動の在り方

を構想し、高めることができてきた。 

● 児童の実態や意識に即した授業を行うために、事前のアンケートを生かしたり、児童の発達段階を

考慮した学びの在り方を話し合ったりしながら、教員間で共通理解し、授業に取り入れていく。 

● 友だちとの様々なきき合いの場で自分の考えを話したり、書いたりできるようになってきているが、

まだまだ自分の本音を語ることが難しい児童が多い。自分の考えを十分まとめられない場合でも、自

分の本音が語れるように支援をする必要がある。 

● どの内容を、どのように学び合うかについて教材研究を深める必要がある。そのために、思考ツー

ルを活用する際に、適切な思考ツールを選ぶ研究も深めていきたい。 

いいことをしたから、

うれしい顔かな。 

 

【４年「雨の日の停留所」】 
 
ネーム磁石で立場を明確にさせ、話し合いを行った。 

 自分が主人公の立場だったら、バス停で「先頭に並ぶ

か」、「順番に並ぶか」について、理由をつけて話し合い、

同じ立場の友だちとも理由のちがいに気付くことがで

きた。 

友だちの描いた表情を見るこ

とで、自分と似たおおかみを見て

安心したり、違った表情から考え

を深めたりすることができた。 


